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その結果、 2a!2b型症例の術前alanineaminolransfcrase (ALT)値はIb型より有意に高値であり、 2a/2b
型症例は発癌時の肝機能障害がIb型症例より強L、ことが示唆されたが、その他の因子では差がみられな
かった。両群の無再発生存率に差がなかったが、術3if以降の再発はlb型で16例にみられたのに対して、
2a/2b型で;(;まみられなかった。また術3年以降における寓発例のALTfI直は術後高値を持続した。さらに
病理学的に検索しえた術3年以降の再発癌8例中7例は多中心性再発と診断された。累積生存率ではIb型
が有意に低値を示し、肝不全死が無再発の 3例にみられた。一方2a/2幼b型の死亡は 3例でLい、ずれも1癌品
であつた.多変量解析において、肝内転移陽性と門脈浸潤陽性は再発に関して、 lb型は死亡に関してそれ
ぞれ独立した危険閃ヂであったa
以上より、 HCVgenotype Ib症~IJCま2a12b症例と比較し、発癌時の肝機能は比較的安定しているものの、
肝切除後に肝機能の低下が進行するため高癌化病態が持続し、その予後が不良になることが示された。本
研究はHCVのgenotype別にHCV陽性肝癌の病態と予後を検討したものであり、 HCV陽性肝癌の治療方針
樹立の-助になると考えられる。よって著者は博上(医学)の学位を授与されるに値するものと判定され
?こ。
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